
　
第
９
回
東
北
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
競
技
大

会
が
、
６
月
11
日
、
12
日
に
県
立
北
欧
の
杜

公
園
で
開
催
さ
れ
、
20
人
の
選
手
が
チ
ェ
ン

ソ
ー
を
使
っ
て
、
秋
田
杉
の
丸
太
か
ら
様
々

な
芸
術
作
品
を
削
り
出
し
ま
し
た
。

　
競
技
は
、
抽
選
で
選
ば
れ
た
高
さ
２
メ
ー

ト
ル
、
末
口
約
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
秋
田

杉
の
丸
太
を
２
日
間
に
わ
た
り
９
時
間
で
作

品
に
仕
上
げ
ま
す
。

　
競
技
会
場
で
は
、
開
始
の
号
令
と
と
も
に
、

チ
ェ
ン
ソ
ー
の
豪
快
な
エ
ン
ジ
ン
音
が
響
き

わ
た
り
、
選
手
た
ち
が
、
様
々
な
大
き
さ
の

チ
ェ
ン
ソ
ー
を
使
い
分
け
、「
な
ま
は
げ
」

や
「
く
ま
」、「
恐
竜
」
な
ど
各
自
設
定
し
た

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
丸
太
を
切
っ
た
り
、
模
様

を
刻
ん
だ
り
し
て
、
技
術
や
作
品
の
魅
力
を

競
い
合
い
ま
し
た
。

▲豪快なエンジン音を響かせて、丸太を削
り思い描く作品に仕上げる選手

秋田杉の丸太が芸術作品に ●第９回東北チェンソーアート競技大会

　
第
32
回
ふ
る
さ
と
踊
り
と
餅
っ
こ
ま
つ
り

（
和
田
テ
ヱ
子
実
行
委
員
長
）
が
、
６
月
５

日
に
鷹
ノ
巣
駅
前
・
銀
座
通
り
を
会
場
に
開

か
れ
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し
物
に
大
勢
の

人
が
訪
れ
て
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
餅
の
販
売
や
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
多
く
の
出
店
が
並
び
、
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
は
太
鼓
の
演
奏
や
踊
り
な
ど
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
餅
の
引
き
伸
ば
し

大
会
で
は
、
約
２
０
０
人
の
参
加
者
が
東
西

に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
１
・
５
升
の
餅
を
伸

ば
し
そ
の
長
さ
を
競
い
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
踊
り
で
は
、
綴
子
大
太
鼓
が
豪

快
な
音
を
響
か
せ
な
が
ら
先
導
し
、
各
地
区

婦
人
会
や
市
内
企
業
な
ど
か
ら
参
加
し
た
踊

り
手
約
５
０
０
人
が
、
艶
や
か
な
踊
り
で
通

り
を
練
り
歩
き
観
衆
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

▲踊り手約500人が艶やかな踊りで観衆を
楽しませた、ふるさと踊りと餅っこまつり

多彩なイベントで地域がにぎわう ●第32回ふるさと踊りと餅っこまつり

　
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
を
受
賞
し
た
大

山
キ
ミ
さ
ん
（
68
歳
・
米
代
町
）
へ
の
伝
達

式
が
、
６
月
２
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
大
山
さ
ん
は
、
平
成
３
年
に
鷹
巣
町
民
生

委
員
に
委
嘱
さ
れ
、
北
秋
田
市
民
生
委
員
・

児
童
委
員
を
経
て
、
23
年
10
か
月
間
に
わ
た

り
地
域
の
福
祉
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
伝
達
式
で
、
虻
川
広
見
副
市
長
は
「
長
年

に
わ
た
り
社
会
福
祉
・
地
域
福
祉
活
動
に
尽

力
さ
れ
た
こ
と
に
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を

申
し
上
げ
た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
、
大

山
さ
ん
に
表
彰
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
大
山
さ
ん
は
「
長
く
や
っ
て
い
た
だ
け
。

市
民
の
声
を
市
に
伝
え
る
こ
と
を
仕
事
と

思
っ
て
や
っ
て
き
ま
し
た
」
な
ど
と
受
賞
の

感
想
を
話
し
ま
し
た
。

▲厚生労働大臣特別表彰の伝達を受ける大
山キミさん

地域の福祉向上に尽力 ●大山キミさんが厚生労働大臣特別表彰を受賞

　
奥
森
吉
・
太
平
湖
の
湖
水
開
き
が
、
６
月

１
日
に
行
わ
れ
、
太
平
湖
と
秘
境
小
又
峡
を

つ
な
ぐ
遊
覧
船
の
運
航
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
安
全
祈
願
式
で
は
、
運
航
事
業
者
の
ぶ
な

の
郷
あ
き
た
株
式
会
社
の
間
杉
政
明
社
長
が

「
お
客
様
の
安
全
輸
送
を
最
大
限
に
担
保
し
、

森
吉
山
県
立
自
然
公
園
が
秋
田
県
観
光
発
展

の
一
助
と
な
る
よ
う
奮
闘
し
て
い
く
」
な
ど

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
運
航
を
待
ち
わ
び
て
い
た
観

光
客
や
関
係
者
が
、
北
清
水
桟
橋
か
ら
遊
覧

船
『
森
吉
丸
』
の
第
一
便
に
乗
り
込
み
、
小

又
峡
船
着
場
へ
出
航
し
ま
し
た
。
時
折
雨
の

降
る
あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
観
光
客

ら
は
写
真
を
撮
っ
た
り
し
な
が
ら
、
新
緑
の

木
々
で
囲
ま
れ
た
太
平
湖
の
遊
覧
と
小
又
峡

の
散
策
を
楽
し
み
ま
し
た
。

▲今シーズンの第１便が小又峡に向けて出
発

新緑の中、遊覧船の運航始まる ●太平湖湖水開き

　
東
京
圏
あ
に
会
（
武
田
国
雄
会
長
）
の
総

会
・
懇
親
会
が
、５
月
29
日
に「
オ
ー
ラ
ム（
東

京
都
台
東
区
）」
で
開
催
さ
れ
、
会
員
や
阿

仁
地
区
か
ら
の
参
加
者
な
ど
２
１
０
人
が
集

い
、
ふ
る
さ
と
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

　
総
会
で
武
田
会
長
は
「
あ
に
会
は
30
年
に

も
わ
た
り
、
皆
さ
ん
が
育
て
て
く
れ
た
憩
い

の
場
。
こ
れ
か
ら
も
有
意
義
な
ふ
る
さ
と
会

と
し
て
、
存
続
・
発
展
さ
せ
る
た
め
全
力
を

尽
く
し
て
い
く
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　
懇
親
会
で
は
、
阿
仁
地
区
の
保
育
園
児
や

元
学
校
長
な
ど
が
、
30
周
年
を
祝
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
ビ
デ
オ
が
上
映
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
ら
は
、
ふ
る
さ
と
談
議
に
花
を

咲
か
せ
て
懇
談
し
、
最
後
に
全
員
で
「
ふ
る

さ
と
」
を
合
唱
し
て
締
め
く
く
り
、
来
年
の

再
会
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

▲懇親会の最後には、全員で「ふるさと」
を合唱して思いを馳せました

30年の節目を祝う ●第30回東京圏あに会総会

　
秋
田
内
陸
線
「
の
り
も
の
ま
つ
り
」
が
、

５
月
21
日
、
22
日
に
阿
仁
合
駅
周
辺
で
行
わ

れ
、
大
勢
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
パ
ト
カ
ー
、
白
バ
イ
、
救
急

車
、
消
防
車
、
電
気
自
動
車
、
ス
ノ
ー
モ
ー

ビ
ル
な
ど
様
々
な
車
両
が
展
示
さ
れ
、
子
ど

も
た
ち
は
、
お
目
当
て
の
車
両
に
乗
り
込
み
、

座
席
で
乗
り
心
地
を
確
か
め
た
り
、
運
転
手

気
分
で
ハ
ン
ド
ル
操
作
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
車
両
基
地
体
験
で
は
、
参
加
者
が
約
30
ト

ン
の
車
両
を
人
力
で
押
し
て
動
か
し
た
り
、

運
転
席
で
車
両
の
ド
ア
を
開
閉
す
る
操
作
を

体
験
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
周
辺
で
は
、
シ
タ
ー
ル
コ
ン

サ
ー
ト
や
宮
越
邸
の
特
別
公
開
、
寺
院
め
ぐ

り
フ
ッ
ト
パ
ス
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
、
参
加
者

が
阿
仁
の
文
化
や
魅
力
を
堪
能
し
ま
し
た
。

▲ミニＳＬに乗って出発進行

「働く車」が阿仁合駅周辺に集合 ●2016秋田内陸線 のりものまつり

広報きたあきた　2016.　7.　115 14広報きたあきた　2016.　7.　1


